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-------------------------------------------------------------------------------- 

「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」 第76号をお届けします．  

 

【1】 2013年度アンテナ・伝播研究専門委員会の体制 

電子情報通信学会は，5月に開催される平成25年定時社員総会をもって新年度の体制に移行しま

す．これに伴い，アンテナ・伝播研究専門委員会も新体制に替わります．新しい体制での2013年度上

期研究専門委員会は，6月13日（木）に機械振興会館で開催されます． 

 

 委員長  新井 宏之 横浜国立大学 

 副委員長 長 敬三  千葉工業大学 

 幹事  高橋 徹  三菱電機 

 幹事  榊原 久二男 名古屋工業大学 

 幹事補佐 道下 尚文 防衛大学校 

 

【2】 AP研6月研究会のお知らせ 

2013年6月13日（木）～14日（金），機械振興会館において，第一種研究会を開催します．オー

ガナイズドセッション「次世代の無線通信を担う電波伝搬の研究」（オーガナイザ：中林寛暁，千葉

工大），及び下記のチュートリアル講演を予定しておりますので，奮ってご参加下さい． 

 

［チュートリアル講演］ 

小園 茂（千葉工大）・中林寛暁（千葉工大）：「多重波伝搬路の移動無線チャネル化に挑む」 

 

【3】 AP研委員長退任の挨拶（宇野亨） 

漠然とした不安を持ちながら就任した委員長もこの5月で退任することになりました．この2年間，

無事に職務を果たせたのも，ひとえに菊間副委員長をはじめとする執行部の身を粉にした献身と，

専門委員会，各種委員会及び顧問会の皆様のご協力とご指導があったからこそと深く感謝申し上

げます．また，幹事時代に何気なく作ったAP研ロゴが長い間使われ続けていることにも感謝いたし

ます．末永くご愛顧のほどよろしくお願いします． 

 AP研のアクティビティは依然として通ソの中でもトップを誇っておりますが，研究会のあり方が少

しずつ変わってきたと感じた2年間でもありました．これに対応すべく，大部分は幹事のアイディア

を元に色々な施策を講じてきましたが，次期執行部にはこれをさらに改善・発展させることを期待

します．今後は一参加者としてAP研の発展に協力してゆきたいと思います．ありがとうございまし

た． 

 

【4】 AP研副委員長退任の挨拶（菊間信良） 

２年間，どうもありがとうございました．2000年度，2001年度に幹事を担当して以来のAP研執行

部入りでした．幹事を終了したときの達成感，満足感は今でも覚えておりますが，副委員長を退任

する今は，年老いたせいもあり疲労感でいっぱいです．重い荷物を下ろすような気分ですが，時間

が経つと，またその重さが恋しくなるようにも思います．２年前に宇野先生から副委員長就任を打

診されたときには，返事を随分延ばしてしまいました．私自身，副委員長の役割が理解できずにお



り，どのように貢献して良いのか分からないでいたからです．「AP研に副委員長は不要では？」と

思ったくらいでした．しかしながら，２年間私なりにやってみましたら，“楽しかった”，の一語に尽き

ます．また，伝統あるAP研で仕事ができる喜びを改めて味わうことができました．これも委員長，

幹事さんたち，そしてAP研に参加して下さった方々のお陰と感謝しております．日々の生活リズム

も自然と毎月のAP研究会が軸となり，職場で疲れたときなどはタイムリーにAP研究会がやってき

た感があり，救われた思いでした．副委員長としての業務は明確に言葉で表すことは難しかったの

ですが，私のモットーであった「AP研の女将さん」として幾らか役に立ったのではと思っております． 

2016年にAP研は50周年を迎え，また大きな足跡を残すことになります．そのときは，またAP研

に集う皆様の仲間に入れて頂ければと思います．今後とも何卒よろしくお願い致します． 

 

【5】 AP研幹事退任の挨拶（石井望） 

 多くの皆さまのご協力と励ましにより無事二年間が過ぎようとしております．まず思いつくのは皆

さまへの感謝でございます．本当にありがとうございました． 

宇野委員長，菊間副委員長が温かく見守って下さる中，たいへん優秀な幹事団とともに，AP研

運営の業務にたずさわらせていただけたことは貴重な経験であり，感慨深いものでした．二年間を

振り返ってみますと，前半の一年は，チュートリアル講演，研究会推薦論文制度の定着，後半の

一年は，第二種研究会「無線端末・アンテナシステム測定技術研究会」の立ち上げ，「アンテナ測

定技術の地方およびアジア地区への啓蒙活動」の企画実施が印象深く残っております．また，新

形態ワークショップ「アドバンスドワイヤレスシリーズ」の実施が認められ，2013年11月初旬のワー

クショップ開催に向けて走り始めています． 

AP研は長き伝統のある研究会です．この二年間で，AP研に根付いた新規事業のDNAは，時代

や社会のニーズに合わせながら継承され続けるという思いを改めて強くしました．立場は変わりま

すが，今後ともAP研発展のために努力したいと思っております．今後ともよろしくお願い申し上げ

ます． 

 

【6】 副委員長の「言葉にできない」（最終回） 

いよいよ最後の「言葉にできない」のコーナーとなりました．２年間のご愛読をありがとうございま

した．このコーナーでは，「ユニタリな夜」から「本当にやさしいマルチユーザMIMO」まで，AP研の奥

深い数々の世界を分かりやい話でお届けしてきたつもりです．如何だったでしょうか．お楽しみ頂

けましたでしょうか．残された課題は幾つかありますが，今の私の気持ちは，歌で言うと，「終わる

はずのない．．．が途絶えた♪」であり，数式で表すと 
 

∇×[２年間のAP研での想い出]＝[ユニタリな夜]＋・・・＋[本当にやさしいマルチユーザMIMO] 

∇・[２年間のAP研での想い出]＝（言葉にできない∞） 

 

というようになるかと思います．ただし，[ ] はベクトル量，( ) はスカラー量を表します．いつの日か

また，ユニタリな夜を皆様とご一緒できればと願いつつ，ここに筆をおきます．それでは，その日ま

で，皆様，ごきげんよう！ 

 

 

〈問い合わせ先〉 

アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長  菊間信良（名工大） 

E-mail : ap_ac-chair＠mail.ieice.org (AP研執行部のメールアドレス) 

AP-NET : AP研の最新情報を毎月メールにてお届けします!! 登録はAP研HPにて 

AP研HP : http://www.ieice.org/cs/ap/jpn/ 

ISAP Archives :  http://ap-s.ei.tuat.ac.jp/isapx/ 


